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宮
沢
賢
治

「
化
物
丁
場
」

考

本多

j甫

静

「
化
物
丁
場
」
は
、
「
五
六
日
続
い
た
雨
の
、
や
っ
と
あ
が
っ
た
朝
で
し
た
o
」
「
私
は
、
西
の
仙
人
鉱
山
に
、
小
さ
な
用
事
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
黒
沢
尻
で
、
軽
便
鉄
道
に
乗
り
か
へ
ま
し
た
o
」
と
始
ま
り
、
「
汽
車
が
、
藤
根
の
停
車
場
に
近
く
な
り
ま
し
た
o
」
「
「
さ
よ
な
ら
o
」
私
は

見
送
り
ま
し
た
。
そ
の
人
は
道
具
を
肩
に
か
け
改
札
の
方
へ
行
か
ず
、
す
ぐ
に
線
路
を
来
た
方
に
一
反
り
ま
し
た
。
そ
の
線
路
は
、
青
い
稲
の
田

の
中
に
白
く
光
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
ら
で
は
風
も
静
ま
っ
た
ら
し
く
、
大
し
た
あ
ら
し
に
も
な
ら
な
い
で
そ
の
ま
ム
替
れ
る
や
う
に
見
え
た
の

で
す
。
」
と
結
ぼ
れ
て
い
る
。
「
私
」
が
、
黒
沢
尻
で
「
本
線
」
（
東
北
本
線
）
か
ら
軽
便
鉄
道
に
乗
り
換
え
て
、
藤
根
の
停
車
場
に
到
着
す
る
ま

で
を
描
い
た
随
想
的
小
品
で
あ
る
。

「
私
」
が
乗
り
換
え
た
軽
便
鉄
道
は
、
大
正
凶
年
3
月
お
日
に
、
黒
沢
尻
1
横
川
目
聞
が
、
日
月
日
日
に
は
横
川
目
1
和
賀
仙
人
聞
が
開
通
し

た
〈
束
黄
黒
軽
便
鉄
道
〉
で
あ
る
。
こ
の
区
間
に
は
、
明
治
叩
年
に
開
業
し
た
、
黒
沢
尻
駅
と
仙
人
製
鉄
所
を
結
ぶ
和
賀
軽
便
軌
道
馬
車
株
式

会
社
の
敷
設
し
た
馬
車
軌
道
が
あ
っ
た
。
当
初
は
人
力
、
大
正
2
年
以
後
に
は
馬
力
で
運
転
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
軽
便
鉄
道

の
開
業
に
と
も
な
い
、
馬
車
軌
道
は
順
次
廃
止
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
（
官
報
掲
載
日
付
で
は
、
黒
沢
尻
1
横
川
目
村
聞
の
廃
止
は
大
正
日

年
2
月
刊
臼
、
横
川
目
1
和
賀
仙
人
間
の
廃
止
は
、
同
年
3
月
辺
日
で
あ
る

0

）

新
聞
報
道
で
は
、
こ
の
軽
便
鉄
道
は
「
黄
黒
東
線
」
と
称
さ
れ
、
〈
軽
便
鉄
道
〉
と
表
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
当
時
の
時
刻
表
（
『
大
正

宮
沢
賢
治
「
化
物
丁
場
」
考

九
七



十
一
年
一
一
一
月
訂
補

列
車
時
刻
表
」
鉄
道
省
運
輸
局
。
「
公
認

汽
車
／
汽
松
旅
行
案
内
』
旅
行
案
内

社
も
同
じ
）

で
は
、
「
東
黄
黒
軽
便
線
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
橋
場
線
も
、
「
橋
場
軽

便
線
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。
軽
便
鉄
道
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
軽
便
鉄
道
の
車
室
の
大
き
さ
は
、
「
貨
物
丁
場
」
に
は
「
車
室
の
中
は
、
割
合
空
い
て
居
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
二
十
人
ぐ
ら
ゐ
は
あ
っ
た
で
せ
う
o
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
軽
便
軌
道
を

走
っ
て
い
た
客
車
の
大
き
さ
は
、
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
人
車
時
代
に
は
、
「
定
員
6
人
ま
た
は

8
人
乗
り
」
（
大
野
浩
光
「
和
賀
軽
便
鉄
道
の
成
立
と
地
域
社
会
」
（
「
鉄
道
史
学
」
第
4
号、

1
i
Q
U
口
δ

6
年））

で
あ
っ
た
が
、
下
掲
の
『
和
賀
郡
誌
」
（
大
正
8
年
9
月
）
掲
載
の
写
真
を
見
る
限
り
、
馬

車
時
代
に
な
っ
て
も
さ
ほ
ど
大
き
な
客
車
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
二
十
人
が
乗
っ
て
「
割
合
空
い

て
居
り
ま
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
大
き
さ
で
は
到
底
な
い
。

こ
の
朝
、
「
私
」
は
、
本
線
（
東
北
本
線
）
か
ら
仙
人
鉱
山
へ
行
く
た
め
に
軽
鉄
に
乗
り
換
え
た
が
、

現
在
の
よ
う
に
わ
ず
か
の
時
間
の
待
ち
合
わ
せ
に
よ
る
接
続
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
「
私
」

が
乗
り
換
え
て
か
ら
、
見
知
ら
ぬ
「
鉄
道
工
夫
」
に
話
し
か
け
〈
化
物
丁
場
〉
を
め
ぐ
っ
て
し
ば
し

話
題
が
続
い
て
よ
う
や
く
、
「
汽
笛
が
鳴
っ
て
汽
車
は
発
」

九
人

っ
て
い
る
。
し
ば
ら
く
時
聞
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

列
車
な
ら
ば
、

こ
の
と
き
、
東
北
本
線
を
利
用
し
て
黒
沢
尻
駅
で
軽
便
に
乗
り
換
え
る
に
は
、
東
北
本
線
上
り
列
車
な
ら
ば
、
黒
沢
尻
着
8
時
回
分
、
下
り

8
時
出
分
着
の
列
車
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
私
」
と
い
っ
し
ょ
に
黒
沢
尻
で
乗
り
換
え
た
「
鉄
道
工
夫
」
が
雫
石
H
橋
場
聞
の
被

害
に
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
「
工
夫
L

は
、
盛
岡
方
面
か
ら
や
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
東
北
本
線
上
り
を
利
用
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
乗
り
換
え
る
、
東
黄
黒
軽
便
鉄
道
の
列
車
は
、

8
時
日
分
発
。
本
線
と
連
絡
が
あ
る
次
の
列
車
の
発
車
は
、
日
時
お

分
で
あ
る
。
同
の
上
が
っ
た
朝
の
発
車
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
の
軽
便
鉄
道
は
、

8
時
日
分
発
の
列
車
と
い
う
こ
と
に
な
る
。



日
哩
離
れ
た
藤
根
駅
へ
の
到
着
時
刻
は
、

8
時
担
分
。
「
化
物
丁
場
」
は
、
わ
ず
か
却
分
に
み
た
な
い
時
間
の
物
語
で
あ
っ
た

の
だ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
う
少
し
長
い
時
間
の
物
語
と
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
〈
化
物
丁
場
〉
を
め
ぐ
る
話
題
の
情
報
量
の
多
さ
に
よ
る

こ
の
列
車
の
、

の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
日
は
、
「
五
六
日
続
い
た
雨
の
、
や
っ
と
あ
が
っ
た
朝
」
で
、
車
室
内
の
話
題
は
、
「
昨
日
ま
で
の
雨
と
洪
水
の
噂
し
で
持
ち
き
り
で
、

さ
ら
に
「
狐
禅
寺
で
は
、
北
上
川
が
一
丈
六
尺
増
し
た
」
し
、
「
宮
城
の
品
井
沼
の
岸
で
は
、
稲
が
も
う
四
日
も
泥
水
を
被
っ
て
ゐ
る
」
と
、
具

体
的
な
地
名
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
私
」
が
乗
っ
て
い
る
軽
便
鉄
道
が
、
大
正
叩
年
3
月
以
降
に
開
通
し
た
も
の
で
あ
り
、
稲
が
青
く
、
水
を
か
ぶ
る
く
ら
い
伸
び
て
い
る
時
期

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
洪
水
は
、
大
正
日
年
初
夏
以
降
の
災
害
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
岩
手
県
災
異
年
表
』
（
日
本
積
雪
連
合
岩
手
県
本
部
、
昭

和
却
年
目
月
）

に
よ
れ
ば
、

大
正
旧
年
初
夏
に
は
洪
水
は
な
い
が
、

翌
日
年
に
は

「
風
水
害

七
月
下
旬
及
九
月
上
旬
風
水
害
あ
り
L

と
い
う

記
述
が
あ
る
。

こ
の
時
の
風
水
害
は
、
岩
手
日
報
で
は
、

日
年
7
月
却
日
付
の
朝
刊
五
面
に
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る

適
宜
句
読
点
を
補
っ
て
引
用

す
る
）

0

県
下
各
河
川
増
水
す
／
別
段
被
害
は
な
い

（
見
出
し
）

二
三
日
来
の
豪
雨
に
県
下
大
小
の
各
河
川
が
二
十
九
日
朝
に
至
っ
て
俄
然
増
水
し
た
、
昨
日
午
前
中
各
地
よ
り
の
報
告
を
綜
合
し
て
見
る

に
（
略
）
北
上
川
明
治
橋
下
に
於
て
午
前
十
一
時
三
十
分
の
観
測
は
九
尺
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
雫
石
川
市
外
三
ツ
谷
太
田
橋
附
近
に
あ
っ

て
午
前
七
時
頃
約
七
尺
で
あ
っ
た
の
が
刻
々
水
嵩
を
増
し
十
一
時
半
八
尺
に
達
し
た
が
、
今
度
の
出
水
は
主
と
し
て
西
根
山
系
を
中
心
に
出

た
も
の
で
雫
石
川
に
於
て
こ
ん
な
に
増
水
を
見
る
こ
と
は
全
く
珍
し
い
こ
と
で
あ
り
大
正
六
年
九
月
以
来
の
大
洪
水
で
あ
る
と
県
土
木
課
も

言
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
県
南
地
方
も
午
後
か
ら
増
水
の
模
様
あ
り
。
北
上
川
狐
禅
寺
の
千
歳
橋
は
消
防
組
員
等
出
動
し
て
警
戒
に
努
め
て
ゐ

る
が
多
分
吊
り
上
げ
る
こ
と
、
な
る
で
あ
ら
う

宮
沢
賢
治
「
化
物
丁
場
」
考

九
九



。。

こ
の
記
事
中
で
、
千
歳
橋
は
吊
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
は
、
大
正
日
年
ま
で
千
歳
橋
は
船
橋
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
翌
ロ
年
に
は

両
岸
に
橋
脚
が
造
ら
れ
た
の
で
吊
り
上
げ
な
ど
は
で
き
な
く
な
る
。

車
内
で
、
〈
化
物
丁
場
〉
を
め
ぐ
っ
て
話
が
始
ま
っ
た
の
は
、
「
線
路
工
事
の
祥
纏
を
着
た
」
人
の
、
大
き
な
声
で
問
わ
ず
語
り
に
語
っ
た
「
雫

石
、
橋
場
問
、
ま
る
で
滅
茶
苦
茶
だ
。
」
と
い
う
言
葉
に
、
「
私
」
が
「
あ
、
あ
の
化
物
丁
場
で
す
か
、
壊
れ
た
の
は
。
」
と
問
い
か
け
を
発
し
た

こ
と
か
ら
だ
が
、
実
際
こ
の

7
月
下
旬
の
洪
水
で
は
、
橋
場
線
に
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

8
月
1
日
（
火
曜
日
）

の
記
事

は
次
の
通
り
（
適
宜
句
読
点
を
補
っ
て
引
用
す
る
）

0

鉄
道
被
害
／
橋
場
線
不
通
（
見
出
し
）

夜
来
の
豪
雨
に
て
雫
石
川
は
最
も
氾
濫
し
厨
川
村
附
近
一
帯
は
、
沼
田
と
変
じ
た
が
橋
場
線
は
本
線
と
の
分
岐
点
附
近
崩
壊
し
三
十
一
日

よ
り
全
然
不
通
と
な
っ
た
。
目
下
工
夫
を
督
し
て
復
旧
工
事
中
で
あ
る
が
本
日
も
尚
開
通
の
見
込
立
た
ず
工
事
を
急
い
で
ゐ
る
。

翌
2
日
に
は
次
の
よ
う
に
続
報
さ
れ
た
。

橋
場
線
復
旧
／
但
し
一
部
は
依
然
不
通

昨
日
洪
水
の
た
め
不
通
と
な
っ
た
橋
場
線
は
昨
一

H
盛
岡
雫
石
間
の
復
旧
な
り
、
終
列
車
午
後
六
時
四
十
分
よ
り
開
通
す
る
こ
と
？
な
つ

た
が
雫
石
橋
場
開
は
復
旧
迄
に
は
二
三
日
は
要
す
る
と
。

岩
手
毎
日
新
聞
大
正
日
年
8
月
2
日
付
朝
刊
三
面
掲
載
）

橋
場
・
雫
石
聞
は
、

8
月
2
日
現
在
に
お
い
て
も
復
旧
で
き
な
か
っ
た
。
「
工
夫
」
の
「
滅
茶
苦
茶
だ
」
と
い
う
一
言
の
と
お
り
の
状
況
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な

7
月
下
旬
の
「
五
六
日
続
い
た
雨
の
、
や
っ
と
あ
が
っ
た
朝
」
は
、
も
う
少
し
時
間
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

き

ん

さ

あ
ろ
う
。
こ
の
日
は
、
「
黄
金
の
日
光
が
、
青
い
木
や
稲
を
、
照
し
て
は
ゐ
ま
し
た
が
、
空
に
は
、
方
角
の
決
ま
ら
な
い
雲
が
ふ
ら
ふ
ら
飛
び
、

山
脈
も
非
常
に
近
く
見
え
て
、
な
ん
だ
か
ま
だ
ほ
ん
た
う
に
葬
れ
た
と
い
ふ
や
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
よ
と
描
か
れ
る
よ
う
な
天
気
で
あ
っ



た
。
ま
た
、
後
に
は
、

「
ま
た
嵐
に
な
り
ま
す
よ
。
風
が
ま
っ
た
く
変
で
す
。
L

私
は
工
夫
に
云
ひ
ま
し
た
。

そ
の
人
も
一
寸
立
っ
て
窓
か
ら
顔
を
出
し
て
そ
れ
か
ら
、

「
ま
だ
ま
だ
降
り
ま
す
。
今
日
は
一
寸
あ
ら
し
の
日
曜
と
い
ふ
訳
だ
o
」
と
、

つ
ぶ
や
く
や
う
に
云
ひ
な
が
ら
、
ま
た
席
に
戻
り
ま
し
た
。

と
も
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
末
尾
の
、
「
そ
ら
で
は
風
も
静
ま
っ
た
ら
し
く
、
大
し
た
あ
ら
し
に
も
な
ら
な
い
で
そ
の
ま
二
審
れ
る
や
う
に
見

え
た
の
で
す
o
」
か
ら
は
、
そ
の
後
、
案
に
反
し
て
再
び
嵐
に
な
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
こ
の
頃
の
天
候
は
、
変
わ
り
ゃ
す
く
、
豪
雨
と
晴
れ

間
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、

7
月
の
却
・
訂
日
は
、
「
一
二
十
日
午
後
は
鋭
い
陽
光
を
雲
間
か
ら
浴
び
せ
て
居
た
が
、
夜
九
時
頃
よ
り
再
び
豪
雨
襲

来
し
て
暗
潅
た
る
中
に
電
光
閃
い
て
物
凄
い
夜
景
を
呈
し
、
翌
三
十
一
日
午
前
一
時
迄
は
少
し
の
小
や
み
も
な
く
降
り
続
い
た
」
（
「
岩
手
毎
日

新
聞
」
大
正
日
年
8
月
1
日
付
朝
刊
三
面
）
と
報
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
以
前
に
は
、
「
二
十
七
日
夜
来
の
雨
は
翌
二
十
八
日
正
午
に
な
っ
て
垂
れ
込

め
た
暗
雲
よ
り
ぼ
ん
や
り
し
た
陽
光
を
認
め
た
が
夜
に
入
っ
て
再
び
猛
然
と
し
て
襲
来
し
車
軸
を
流
す
様
に
降
り
出
し
一
休
み
も
な
く
一
一
十
九

日
正
午
ま
で
続
き
近
来
稀
な
豪
雨
を
催
し
た
」
（
「
岩
手
毎
日
新
聞
」
大
正
日
年
7
月
初
日
付
朝
刊
三
面
）
と
い
う
記
事
も
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、

工
夫
の
「
今
日
は
一
寸
あ
ら
し
の
日
曜
と
い
ふ
訳
だ
。
」
と
い
う
発
言
は
、
比
験
で
な
く
、
ま
さ
に
7
月
初
日
の
日
曜
日
を
指
し
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
化
物
丁
場
」
に
描
か
れ
て
い
る
事
象
が
、
現
実
の
大
正
日
年
7
月
初
日
（
日
曜
日
）

の
事
象
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
、
「
私
」
が
、
「
鉄
道
工
夫
」
か
ら
聞
い
た
〈
化
物
丁
場
〉
の
話
に
も
、
現
実
的
な
根
拠
が
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

〈
化
物
丁
場
〉
は
、
橋
場
線
工
事
中
の
、
橋
場
・
雫
石
聞
の
一
丁
場
の
異
名
で
あ
り
、
「
雨
降
る
ど
崩
れ
る
」
が
、
し
か
し
「
水
の
為
で
も
な

い
」
と
い
う
、
不
思
議
な
工
事
現
場
の
こ
と
で
あ
る
。

「
私
」
は
、
「
一
月
の
六
七
日
頃
」
に
橋
場
を
訪
れ
た
が
、
そ
の
時
に
春
木
場
で
、
初
め
て
〈
化
物
丁
場
〉
の
話
を
聞
い
た
。
こ
の
一
月
は
、

宮
沢
賢
治
「
化
物
丁
場
」
考

。



。

橋
場
線
が
竣
工
す
る
直
前
、
「
鉄
道
院
の
検
査
官
」
が
来
た
頃
で
あ
る
。
橋
場
線
は
、
軽
便
鉄
道
と
し
て
建
設
さ
れ
、
大
正
叩
年
6
月
お
日
に
盛

岡
・
雫
石
聞
が
開
業
し
、
大
正
日
年
7
月
日
日
に
雫
石
・
橋
場
聞
が
開
業
し
て
、
全
線
開
通
し
た
線
で
あ
る
。
な
お
、
同
年
9
月
2
日
に
は
、

線
名
が
軽
便
鉄
道
橋
場
線
か
ら
橋
場
線
に
改
称
さ
れ
、
昇
格
し
て
い
る
。
『
軽
便
鉄
道

橋
場
線
建
設
概
要
」
（
鉄
道
省
盛
岡
建
設
事
務
所
、
大

正
日
年
7
月
白
日
発
行
）
に
よ
れ
ば
、
最
終
部
第
三
工
区
の
土
木
工
事
は
、
大
正
日
年
2
月
初
日
に
竣
工
し
、
そ
の
後
は
鉄
道
省
盛
岡
工
事
事

務
所
の
直
営
で
「
軌
敷
設
及
橋
桁
架
設
其
他
開
業
上
必
須
ナ
ル
工
事
」
が
行
わ
れ
た
。
「
私
」
が
最
初
に
〈
化
物
丁
場
〉
の
話
を
聞
い
た
の
は
、

大
正
日
年
の

1
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

橋
場
線
の
全
通
は
、
非
常
な
期
待
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
開
通
前
年
の
大
正
叩
年
ロ
月
の
岩
手
毎
日
新
聞
に
は
、
工
事
の
進
行
状
況
が
、

大
き
く
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

橋
場
線

全
長
十
四
哩
七
十
鎖
で
雫
石
ま
で
は
既
に
開
通
し
て
ゐ
る
が
、
橋
場
ま
で
十
一
哩
二
十
鎖
な
る
第
三
工
区
は
、
来
年
六
月
竣
工

の
見
込
み
で
近
く
軌
道
工
事
に
着
手
す
る
は
ず
で
あ
る
。
（
中
略
）
橋
場
ま
で
十
一
哩
二
十
鎖
即
ち
第
三
工
区
が
開
通
す
れ
ば
自
然
現
在
の
橋

場
線
工
事
の
名
称
が
変
更
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
第
三
工
区
の
工
費
は
十
二
万
七
千
五
百
円
で
鹿
島
組
で
工
事
さ
れ
て
ゐ
る
。
土
工
が
九

分
通
り
出
来
て
あ
る
か
ら
今
年
中
に
引
渡
す
で
あ
ら
う
。

（
大
正
日
年
ロ
月
6
日
付
朝
刊
三
面

ま
た
、
岩
手
日
報
で
は
、
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

橋
場
線

明
年
七
月
全
通
更
に
大
曲
ま
で
（
見
出
し
）

又
橋
場
鉄
道
に
就
い
て
は
未
成
線
た
る
雫
石
橋
場
関
三
哩
五
分
の
工
事
は
明
年
二
月
二
十
四
日
ま
で
の
落
成
期
限
な
る
も
事
実
上
既
に
竣

工
し
た
れ
ば
目
下
軌
道
引
き
延
べ
中
な
り
即
ち
明
年
七
月
に
は
開
通
す
る
を
み
る
べ
く
之
に
て
全
線
は
全
通
す
る
都
合
な
る
も
橋
場
よ
り
大

曲
ま
で
は
新
に
計
画
せ
る
鉄
道
に
拠
っ
て
連
絡
を
保
つ
計
画
な
る

大
正
凶
年
ロ
月
却
臼
付
朝
刊
二
面
）



こ
の
翌
月
に
は
、
既
に
「
事
実
上
既
に
竣
工
し
た
」
は
ず
の
建
設
現
場
で
〈
化
物
丁
場
〉
の
話
を
聞
き
、
橋
場
線
が
全
通
し
た

7
月
日
日
の

直
後
に
ま
た
そ
の
話
題
を
耳
に
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

鉄
道
工
夫
の
人
が
、
話
し
た
〈
化
物
丁
場
〉
は
、
線
路
を
敷
設
す
る
た
め
の
築
堤
が
、
さ
し
た
る
理
由
も
な
く
崩
壊
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で

あ
る
。
工
夫
は
、
「
思
い
切
っ
て
下
の
岩
か
ら
コ
ン
ク
リ
l
使
へ
ば
善
か
っ
た
」
の
に
、
「
岩
間
組
」
の
技
師
が
少
し
急
い
で
「
下
の
岩
か
ら
も
、

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
工
夫
が
、

横
の
山
の
崖
か
ら
も
」
水
が
湧
き
、
「
土
も
黒
く
て
し
め
っ
て
ゐ
た
」
と
こ
ろ
に
、
直
接
砂
利
を
盛
っ
た
か
ら
、

い
っ
そ
う
崩
れ
や
す
く
な
っ
た

の
岩
の
層
が
釣
合
が
と
れ
な
い
為
に
起
る
」
と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
現
場
の

二
度
の
崩
壊
を
体
験
し
た
後
、
鉄
道
院
の
検
査
官
が
言
っ
た
と
聞
い
た
の
は
、
「
よ
く
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
、
山

直
感
で
「
誰
も
あ
ん
ま
り
ほ
ん
と
に
は
し
ま
せ
ん
や
」
と
否
定
的
で
あ
る
。
「
私
」
は
、
前
者
の

場
合
に
は
、
「
そ
の
時
汽
笛
が
鳴
っ
て
汽
車
は
発
ち
ま
し
た
o
」
と
場
面
を
転
じ
、
後
者
の
場
合

に
は
「
な
る
ほ
ど
」
と
相
づ
ち
を
打
つ
の
み
で
あ
る
o

〈
化
物
丁
場
〉
に
な
る
原
因
と
し
て
ど
ち

ら
の
説
が
、
説
得
的
か
の
判
断
を
示
し
た
り
、
自
説
の
展
開
は
し
て
い
な
い
。

先
に
引
い
た
「
軽
便
鉄
道

橋
場
線
建
設
概
要
」
で
は
、
第
三
工
区
の
工
事
概
要
を
、

本
区
間
ハ
雫
石
川
ノ
支
流
ナ
ル
龍
川
ニ
沿
ヒ
概
ネ
平
坦
ナ
ル
田
野
ヲ
通
ズ
ル
ヲ
以
テ
工
事

容
易
ナ
ル
モ
十
二
哩
七
十
鎖
附
近
ハ
山
脚
河
流
ニ
突
出
セ
ル
ト
又
橋
場
停
車
場
附
近
ハ
相
当

線
路
ノ
高
上
ヲ
要
セ
シ
為
メ
共
ニ
多
少
土
工
ノ
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ

と
記
し
、
ま
た
、
こ
の
「
十
二
哩
七
十
鎖
附
近
」
の
地
点
を
特
に
口
絵
に
写
真
で
掲
げ
て
い
る

（
下
掲
写
真
）

0

こ
こ
に
い
う
「
十
二
哩
七
十
鎖
附
近
」
が
〈
化
物
丁
場
〉
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、

な
か
な
か
特
定
し
が
た
い
が
、
「
土
工
ノ
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
」
と
特
筆
さ
れ
て
い
る
点
、
工
事

の
難
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
線
路
工
夫
の
話
か
ら
、
春
木

宮
沢
賢
治
「
化
物
丁
場
」
考

。



場
・
橋
場
間
に
あ
っ
て
、
山
の
崖
が
迫
り
、
近
く
に
雫
石
川
の
河
原
が
白
く
広
が
っ
て
い

る
地
点
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
こ
が
〈
化
物
丁
場
〉
で
あ
っ
た
蓋
然
性
は
高
い
と

思
わ
れ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
「
山
脚
ノ
突
出
」
は
、
鉄
道
院
検
査
官
が
述
べ
た
と
さ
れ
る

説
を
裏
付
け
て
採
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

地
質
学
者
の
宮
城
一
男
は
、
「
「
化
物
丁
場
」

i
工
夫
と
「
崖
崩
れ
」
を
論
ず
」
（
「
宮
沢

地
学
と
文
学
の
は
ざ
ま
』
玉
川
大
学
出
版
部
、

1
9
7
7
・
4
）
で
、
〈
化
物
丁
場
〉

の
崩
壊
の
原
因
を
推
測
し
て
い
る
。
宮
城
氏
は
、
橋
場
線
が
、
洪
積
台
地
の
末
端
部
の
崖

賢
治

の
下
を
走
っ
て
い
る
こ
と
、
洪
積
台
地
を
形
成
す
る
地
層
が
、
下
半
分
が
砂
磯
層
、
上
半

分
が
火
山
灰
層
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
。

化
物
丁
場
の
崖
は
、
き
っ
と
、
そ
の
火
山
灰
層
と
砂
れ
き
層
と
の
聞
に
水
が
た
ま
り

や
す
か
っ
た
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
は
、
工
夫
も
い
っ
て
い
た
よ
う
に
、
え
て
し
て
普
段
も
、

水
が
わ
い
て
い
る
こ
と
が
お
お
い
。
そ
し
て
、
境
の
面
を
す
べ
り
面
と
し
て
、
上
の
火

山
灰
層
が
ド
ド
ッ
と
崩
壊
し
た
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
崩
壊
は
、
こ
の
よ
う
な
崖
を

切
り
崩
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
お
こ
さ
れ
た
の
だ
。
崖
の
表
層
部
に
樹
や
草
が
根
を

お
ろ
し
て
い
る
あ
い
だ
は
、
た
と
え
、
崩
壊
し
や
す
い
条
件
が
あ
っ
て
も
、
そ
う
そ
う

崩
壊
は
お
き
な
い
。
や
は
り
、
切
り
崩
し
に
よ
っ
て
植
生
が
根
こ
そ
ぎ
失
わ
れ
た
こ
と

が
大
き
な
原
因
だ
っ
た
筈
だ
。

0 
四

「
私
」
が
、
書
き
手
〈
宮
沢
賢
治
〉
で
あ
る
な
ら
ば
、
宮
城
氏
の
な
し
た
よ
う
な
地
質
学
的
原
因
推
定
を
な
し
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。
宮

沢
賢
治
の
書
い
た
も
の
の
中
に
は
、
そ
の
土
地
の
地
質
学
的
成
因
等
に
言
及
す
る
も
の
も
多
数
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



「
私
」
は
、
「
ど
う
し
て
も
、
も
っ
と
詳
し
く
化
物
丁
場
の
噂
を
聞
き
た
く
」
思
っ
て
、
工
夫
に
「
話
を
や
め
て
し
ま
は
れ
な
い
為
L

に
遠
回

り
に
聞
い
て
ゆ
く
こ
と
さ
え
し
て
い
く
。
し
か
し
、
「
私
」
自
身
は
、
い
っ
こ
う
に
、
〈
化
物
丁
場
〉
の
成
因
等
に
話
題
を
導
い
た
り
、
自
ら
の

推
測
を
述
べ
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
地
質
学
的
に
も
非
常
に
興
味
あ
る
話
題
で
あ
る
は
ず
な
の
に
で
あ
る
。

「
私
」
の
興
味
は
、
そ
こ
に
は
な
い
の
だ
。
「
私
」
は
、
工
夫
の
話
を
聞
き
な
が
ら
思
い
浮
か
べ
る
。

私
は
、
あ
の
す
き
と
ほ
っ
た
、

つ
め
た
い
十
一
月
の
空
気
の
底
で
、
栗
の
木
や
樺
の
木
も
す
っ
か
り
黄
い
ろ
に
な
り
、
四
方
の
山
に
は
ま
っ

白
に
雪
が
光
り
、
雫
石
川
が
ま
る
で
青
ガ
ラ
ス
の
や
う
に
流
れ
て
ゐ
る
、
そ
の
ま
っ
白
な
広
い
河
原
を
小
さ
な
ト
ロ
が
せ
わ
し
く
往
っ
た
り

来
た
り
し
、
み
ん
な
が
鶴
鳴
を
振
り
上
げ
た
り
、
シ
ャ
ベ
ル
を
う
ご
か
し
た
り
す
る
景
色
を
思
ひ
う
か
べ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
そ
の
人
た
ち

が
赤
い
毛
布
で
こ
さ
え
た
シ
ャ
ツ
を
着
た
り
、
水
で
凍
え
な
い
た
め
に
、
茶
色
の
粗
羅
紗
で
厚
く
足
を
包
ん
だ
り
し
て
ゐ
る
様
子
を
眼
の
前

に
思
ひ
浮
べ
ま
し
た
。

後
に
「
化
物
丁
場
」
は
、
晩
年
に
な
っ
て
文
語
詩
の
題
材
に
用
い
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
定
稿
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

化
物
丁
場

す
な
ど
り
び
と
の
か
た
ち
し
て
、

つ
る
は
し
ふ
る
ふ
山
か
げ
の
、

化
物
丁
場
し
み
じ
み
と
、

水
湧
き
い
で
て
春
寒
き
。

峡
の
け
む
り
の
く
ら
け
れ
ば
、

お
そ
ら
く
そ
れ
ぞ
日
な
ら
ん
と
、

親ボ山
方スは
もに
さ円
びく
し白
くき
仰も
ぎの
け
り

こ
の
詩
で
は
、
「
成
り
て
は
や
が
て
崩
る
て
ふ
」
（
逐
次
形
）
〈
化
物
丁
場
〉
の
あ
り
ょ
う
で
は
な
く
、
そ
こ
に
働
く
人
々
の
姿
が
焦
点
化
さ
れ

て
い
る
。
詩
人
は
、
シ
ジ
ユ
フ
ォ
ス
の
労
働
に
重
な
る
よ
う
な
、
〈
化
物
丁
場
〉
で
働
く
工
夫
た
ち
の
労
働
そ
の
も
の
の
、
一
断
面
を
切
り
取
っ

宮
沢
賢
治
「
化
物
丁
場
」
考

一O
五



一O
六

て
見
せ
る
こ
と
に
、
こ
の
詩
の
主
眼
を
お
い
て
い
る
。
先
の
、
「
私
」
の
心
象
に
明
滅
す
る
〈
化
物
丁
場
〉
は
確
か
に
、

の
ち
の
文
語
詩
に
つ
な

が
っ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
散
文
「
化
物
丁
場
」
の
「
私
」
の
関
心
を
そ
こ
に
と
ど
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ

ろ、つ。実
は
、
「
私
」
が
、
工
夫
の
話
に
直
接
反
応
す
る
の
は
、
も
う
一
カ
所
あ
る
。
「
成
り
で
は
や
が
て
崩
る
て
ふ
」
ま
さ
に
そ
の
現
場
を
工
夫
が

語
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
な
あ
に
、
さ
う
や
っ
て
、

や
っ
と
積
み
上
っ
た
ん
で
す
。
進
行
検
査
に
も
間
に
合
っ
た
て
ん
で
、
監
督
た
ち
も
ほ
っ
と
し
て
ゐ
た
ゃ
う
で
し

た
。
私
ど
も
も
そ
の
ひ
ど
い
仕
事
で
、

い
く
ら
か
割
増
も
貰
ふ
筈
で
し
た
し
、
明
日
か
ら
の
仕
事
も
割
合
楽
に
な
る
と
い
ふ
訳
で
し
た
か
ら
、

そ
の
晩
は
実
は
、
春
木
場
で
一
杯
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
小
舎
に
帰
っ
て
寝
ま
し
た
が
ね
、

ぃ
、
晩
な
ん
で
す
、
す
っ
か
り
晴
れ
て
申

庚
さ
ん
な
ど
も
実
に
は
っ
き
り
見
え
て
る
ん
で
す
。
あ
し
た
は
霜
が
ひ
ど
い
ぞ
、
砂
利
も
悪
く
す
る
と
凍
る
ぞ
っ
て
云
ひ
な
が
ら
、
寝
た
ん

で
す
。
す
る
と
夜
中
に
な
っ
て
、
さ
う
、

二
時
過
ぎ
で
す
な
、
ゴ
l
ッ
と
云
ふ
や
う
な
音
が
、
夢
の
中
で
遠
く
に
聞
え
た
ん
で
す
。
眼
を
さ

ま
し
た
の
が
私
た
ち
の
小
屋
に
三
四
人
あ
り
ま
し
た
。
ぼ
ん
や
り
し
た
黄
い
ろ
の
ラ
ン
プ
の
下
へ
頭
を
あ
げ
た
ま
、
誰
も
何
と
も
云
は
な
い

ん
で
す
。
だ
ま
っ
て
そ
の
音
の
し
た
方
へ
半
分
か
ら
だ
を
起
し
て
ほ
か
の
も
の
の
顔
ば
か
り
見
て
ゐ
た
ん
で
す
。
す
る
と
俄
か
に
監
督
が
戸

を
ガ
タ
ッ
と
あ
け
て
走
っ
て
入
っ
て
来
ま
し
た
。
／
『
起
き
ろ
、
み
ん
な
起
き
ろ
、
今
日
の
と
こ
崩
れ
た
ぞ
。
早
く
起
き
ろ
、

み
ん
な
行
つ

て
呉
れ
o』

っ
て
云
ふ
ん
で
す
。
誰
も
不
精
無
精
起
き
ま
し
た
。
ま
だ
眼
を
さ
ま
さ
な
い
も
の
は
監
督
が
起
し
て
歩
い
た
ん
で
す
。
な
ん
だ
、

崩
れ
た
、
崩
れ
た
処
へ
夜
中
に
行
っ
た
っ
て
何
ぢ
ょ
す
る
ん
だ
、
な
ん
て
睡
く
て
腹
立
ち
ま
ぎ
れ
に
云
ふ
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
抵
は
み

な
顔
色
を
変
へ
て
、
う
す
暗
い
ラ
ン
プ
の
あ
か
り
で
仕
度
を
し
た
の
で
す
。
間
も
な
く
、
私
た
ち
は
、

ア
セ
チ
レ
ン
を
十
ば
か
り
つ
け
て
出

か
け
ま
し
た
。
水
を
か
け
ら
れ
た
や
う
に
寒
か
っ
た
ん
で
す
。
天
の
川
が
す
っ
か
り
ま
は
っ
て
し
ま
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
野
原
や
木
は
ま
っ
く

ろ
で
、
山
ば
か
り
ぼ
ん
や
り
白
か
っ
た
ん
で
す
。
場
処
へ
着
い
て
見
ま
す
と
、
も
う
す
っ
か
り
崩
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
ん
で
す
。
そ
の
ア
セ
チ

レ
ン
の
青
の
光
の
中
を
み
ん
な
の
見
て
ゐ
る
前
で
ま
だ
石
が
コ
ロ
コ
ロ
崩
れ
て
こ
ろ
が
っ
て
行
く
ん
で
す
。
気
味
の
悪
い
っ
た
ら
。
」



こ
の
よ
う
に
工
夫
の
話
を
記
し
た
後
、
「
そ
の
人
は
一
寸
話
を
切
り
ま
し
た
。
私
も
そ
の
盛
ら
れ
た
砂
利
を
み
ん
な
が
来
て
も
ま
だ
い
た
づ
ら

に
押
し
て
ゐ
る
す
き
と
ほ
っ
た
手
の
や
う
な
も
の
を
考
へ
て
、
何
だ
か
気
味
が
悪
く
思
ひ
ま
し
た
o
」
と
感
想
を
記
す
。
自
然
の
「
す
き
と
ほ
っ

た
手
」
に
対
す
る
畏
怖
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
後
も
工
夫
は
、
再
び
人
為
を
あ
ざ
笑
う
か
の
よ
う
な
、
「
す
き
と
ほ
っ
た
手
」
の
仕

業
の
話
を
繰
り
返
す
。
そ
し
て
、
「
今
年
は
も
う
だ
め
な
ん
だ
、
来
年
神
官
で
も
呼
ん
で
、
よ
く
お
祭
を
し
て
か
ら
、

コ
ン
ク
リ
l
で
底
か
ら
や

り
直
せ
」
と
言
い
な
が
ら
働
い
て
い
た
と
述
べ
た
う
え
で
、
こ
の
「
す
き
と
ほ
っ
た
手
」
の
仕
業
を
か
ろ
う
じ
て
止
め
た
の
は
、
「
す
っ
か
り
被

さ
っ
た
」
雪
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
話
が
、

7
月
末
の
、
予
測
も
つ
か
な
い
自
然
の
暴
威
の
合
間
の
、
か
ろ
う
じ
て
陽
光
の
一
反
っ
た
日
曜
日
の
車
中
で
語
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
陽
光
も
、
「
大
し
た
あ
ら
し
に
も
な
ら
な
い
で
そ
の
ま
、
品
葬
れ
る
や
う
に
見
え
た
の
で
す
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
す
ぐ

に
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
人
為
を
越
え
た
自
然
へ
の
畏
怖
が
、
〈
化
物
丁
場
〉
の
話
と
、
こ
の
日
の
天
象
に
響
き
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し

て
み
れ
ば
、
「
私
」
が
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
語
っ
た
関
心
の
焦
点
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
こ
れ
ま
で
考
証
し
た
よ
う
に
現
実
の
日
時
が
特
定
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
暖
昧
に
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
実
際
に
〈
化
物
丁
場
〉
の
あ
る
橋
場
線
建
設
工
事
の
第
三
工
区
を
請
負
っ
た
の
は
、
鹿
島
組
で
あ
る
が
、
本
テ
キ
ス
ト
中
で
は
「
岩
間

組
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き
手
の
操
作
は
、
実
在
の
組
織
に
対
す
る
配
慮
と
い
う
側
面
が
あ
る
の
は
疑
い
な
い
が
、
し
か
し
、
そ

れ
と
同
時
に
、
岩
手
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
〈
イ
l
ハ
ト
l
ブ
〉
の
地
誌
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
機
能
す
る
こ
と
へ
の
目
論
見
と
も
読
め

る
の
で
あ
る
。

宮
沢
賢
治
「
化
物
丁
場
」
考

。
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